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コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
今
後
様
々
な
資
金
調

達
ス
キ
ー
ム
の
活
用
が
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え

ば
、
経
営
危
機
に
陥
っ
た
企
業
に
対
す
る
企
業
再
生
投
資

ス
キ
ー
ム
の
活
用
は
、
必
須
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
膨
張
し
た
財
政
支
出
を
削
減
す
る
手
段
と
し
て
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド
の
利
用
も
考
え
ら
れ

る
。
な
か
で
も
す
で
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
近
年
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
周
知
性
を
高
め
て
き
た
が
、
特
に

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
、
様
々
な
場
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
因
み
に
、
新
聞
記
事
検
索
で
は
、
昨
年
四
月
か
ら

八
月
の
掲
載
記
事
件
数
は
、
月
間
平
均
七
三
〇
件
程
度
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
春
以
降
は
、
四
月
一
、
一
一
九

件
、
五
月
一
、
五
八
六
件
、
六
月
一
、
六
五
七
件
、
七
月

一
、
五
一
九
件
と
な
り
、
月
間
平
均
で
は
一
、
四
七
〇
件

と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
に
比
べ
る
と
倍
増
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
増
加
の
背
景
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
対
策
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
注
目
さ
れ
、
様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
の
取
り
組
み
の

案
件
の
な
か
に
は
、
数
億
円
規
模
の
資
金
調
達
に
成
功
し

た
事
例
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
の
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
増
加
を
踏
ま
え
て
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
特
徴
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の�

�
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
対
策
に
お
い
て
嚆
矢
と
な
っ
た
の

は
、
客
足
の
落
ち
込
ん
だ
飲
食
店
を
支
援
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
例
え
ば
、
今
年
三
月
、
北
海
道
内
各
地
の
三
三

六
店
が
参
加
し
た
取
り
組
み
で
は
、
こ
れ
ら
の
参
加
店
か

ら
支
援
者
が
一
つ
を
選
ん
で
食
事
券
を
購
入
す
る
方
法
と

全
店
舗
に
寄
付
す
る
方
法
を
提
示
し
た
。
こ
れ
は
寄
付
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
購
入
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
同
様
の
取
り
組
み
は
、
全
国
各
地
の
飲
食
店
に

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
旅
館
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
の
宿

泊
業
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
、
あ
る
い
は
地
域
の
特
産
物
の
生
産
者
な
ど
に
拡

大
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
返
礼
品
と
し
て
は
、
飲

食
券
や
宿
泊
券
な
ど
将
来
の
売
り
上
げ
の
前
受
け
と
い
え

る
も
の
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
特
産
品
な
ど
、

様
々
な
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
寄
付
の
返
礼
品
と
い

う
よ
り
も
、
売
上
の
落
ち
込
ん
だ
生
産
者
の
産
品
を
直
接

購
入
す
る
こ
と
で
支
援
す
る
、
ネ
ッ
ト
通
販
に
相
当
す
る

よ
う
な
取
り
組
み
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
以
前
か
ら
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
目
新
し

い
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
場
合
、
街
頭
募
金
の
よ
う
な
寄
付
集
め
と
は
異
な

り
、
支
援
者
と
支
援
先
が
確
定
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ

る
。
支
援
者
は
特
定
の
寄
付
先
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
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で
あ
る
一
方
、
寄
付
を
受
け
取
っ
た
支
援
先
か
ら
も
支
援

者
に
対
し
て
様
々
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
支
援
者
と
支
援
先
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ

プ
を
構
築
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
実
際
、
支
援
先
は

支
援
者
に
対
し
て
、
そ
の
後
の
成
果
な
ど
を
報
告
し
、
継

続
的
な
支
援
を
呼
び
か
け
る
取
り
組
み
を
行
う
場
合
も
多

い
。

　

今
後
、
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
が
長
期

化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
一
回
き
り
の

支
援
で
は
な
く
、
継
続
的
・
反
復
的
な
支
援
が
必
要
と
な

る
。
そ
こ
で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
よ
り
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
は
、「
見
え
る
化
」
と
「
触
れ
る

化
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の�
�

「
見
え
る
化
」

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
寄
付
型
、
購
入

型
、
投
資
型
な
ど
の
タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
共
通

の
特
徴
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
情
報
提
供
で
あ
り
、
な
か
で

も
特
徴
的
な
の
が
視
覚
的
な
情
報
で
あ
る
。
実
際
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト
を
見
る
と
、
様
々
な
画

像
情
報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

画
面
作
り
や
動
画
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
良
し
悪
し
の

判
断
は
別
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
視
覚
情
報
の
提
供
に
よ
っ

て
、
資
金
調
達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
が
大
き
く
左
右
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
視
覚
情
報
を
提
供
す
る
か
、
つ

ま
り
資
金
提
供
者
に
わ
か
り
易
く
「
見
え
る
化
」
す
る
こ

と
が
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
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視
覚
は
、
五
感
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
が
、
百
聞
は
一

見
に
如
か
ず
と
い
う
諺
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

ヒ
ト
が
受
け
取
る
情
報
の
八
割
は
視
覚
か
ら
得
ら
れ
る
と

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
枚
の
報
道
写
真
や
ネ
ッ
ト
画
像
が

時
に
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
、
印
象
的
な

画
像
や
動
画
は
、
認
識
や
判
断
に
強
い
影
響
を
与
え
る
と

と
も
に
、
長
く
記
憶
さ
れ
る⑴

。
し
か
し
な
が
ら
、
資
金
調

達
の
分
野
で
は
、
寄
付
の
み
な
ら
ず
投
資
に
お
い
て
も
、

画
像
や
動
画
の
よ
う
な
視
覚
情
報
が
資
金
提
供
者
に
提
示

さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ

の
点
か
ら
す
る
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
視

覚
的
な
要
素
の
大
き
な
資
金
調
達
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
と
い

う
点
が
特
徴
で
あ
り
、「
見
え
る
化
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
視
覚
情
報
は

編
集
や
加
工
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
じ
被

写
体
で
も
角
度
や
光
度
を
少
し
変
え
る
だ
け
で
大
き
く
印

象
の
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
。
も
し
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
作
為
的
な
編
集
や
加
工
が
横
行
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
い
ず
れ
は
信
頼
を
損
ね
る
こ
と
に
な

る
危
険
性
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

事
実
に
即
し
た
「
見
え
る
化
」
が
必
須
で
あ
り
、
特
に
今

後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
わ
か
り
易
く
、
正
確
に

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の�

�

「
触
れ
る
化
」

　

も
う
一
つ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
特
徴
は
、

返
礼
品
や
成
果
物
な
ど
が
資
金
提
供
者
に
届
け
ら
れ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
購
入
型
は
も
と
よ
り
、
寄
付
型
に
お
い

て
も
返
礼
品
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
投
資
型
に
お

い
て
も
、
出
資
者
特
典
と
し
て
投
資
先
企
業
の
新
商
品
な

ど
が
提
供
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
、
支
援
先
や
投

資
先
へ
の
見
学
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
つ
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ま
り
、
何
ら
か
の
形
で
資
金
提
供
先
と
の
間
で
「
触
れ

る
」
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
資
金
調
達
方
式
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
特

徴
は
、
短
期
間
に
地
理
的
制
約
を
超
え
た
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
形
成
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
の
運
動
が
瞬
く
間
に
世
界
的
に
拡
大
し
た
背
景
の

一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
の
特
徴
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
自

然
災
害
の
被
災
者
に
対
し
て
全
世
界
か
ら
支
援
の
声
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
そ
の
被
災
者
に
対
し
て
一
切

れ
の
パ
ン
も
手
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
パ
ン
を
渡
せ
る

の
は
、
あ
く
ま
で
も
近
隣
の
オ
フ
ラ
イ
ン
の
支
援
者
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
直
接
に
触
れ
こ
と
が

で
き
ず
、
触
覚
的
な
要
素
が
入
り
込
む
余
地
が
な
い
。
し

か
し
、
触
覚
は
、
身
体
の
生
々
し
い
感
覚
で
あ
り
、
信
頼

感
や
安
心
感
を
与
え
る
重
要
な
感
覚
で
あ
る⑵

。
そ
う
考
え

る
と
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

資
金
調
達
を
す
る
一
方
、
返
礼
品
や
成
果
物
あ
る
い
は
出

資
者
得
点
な
ど
を
工
夫
し
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
「
触
れ
る
」

機
会
を
工
夫
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
工
夫
次

第
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
が
左
右
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
ぎ
こ
ち
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、「
触

れ
る
化
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ

ラ
イ
ン
を
結
合
さ
せ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
こ
の
「
触
れ
る
化
」
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
は
、
返
礼
品
や
成
果
物
と
い
っ
た
モ
ノ
の
面
だ
け
で
な

く
、
出
資
者
同
士
や
出
資
者
と
出
資
先
と
の
関
係
な
ど
、

ヒ
ト
の
面
も
含
ま
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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最
後
に
：
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の�

�

示
唆
す
る
も
の

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
寄
付
型
、
購
入
型
、
投

資
型
な
ど
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
議
論
す
る
の

が
通
例
と
な
っ
て
お
り
、
筆
者
も
そ
れ
に
従
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
在
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展
開

は
、
こ
れ
ら
は
截
然
と
区
別
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
を

投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
金
融
・
投
資
の
分

野
の
研
究
者
や
実
務
家
に
と
っ
て
、
投
資
は
精
緻
な
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
理
論
や
法
規
制
の
対
象
分
野
で
あ
り
、
寄
付
や

購
入
は
そ
の
対
象
で
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展
開
を
見
る
と
、
こ

れ
ら
は
截
然
と
区
別
し
に
く
い
こ
と
が
分
か
る
。
む
し
ろ

柔
軟
な
組
み
合
わ
せ
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
と

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
投
資
型
で
も
寄
付
や

購
入
の
要
素
が
含
ま
れ
、
寄
付
型
で
も
購
入
や
投
資
の
要

素
が
含
ま
れ
る
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
投
資

と
購
入
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
投
資

型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
に
は
、「
半
分
購
入
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

で
、
出
資
額
の
半
分
が
支
援
先
企
業
の
商
品
購
入
、
残
り

の
半
分
が
投
資
に
振
り
向
け
ら
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
今

後
の
売
り
上
げ
に
応
じ
て
出
資
者
に
分
配
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
私
事
な
が
ら
、
十
数
年
前
に
市
民
出
資
風

力
発
電
に
出
資
し
た
際
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
寄
付
の
つ
も
り
で
少
額
を
出
資
し
た
が
、

結
果
的
に
は
国
債
利
回
り
を
得
た
経
験
が
あ
る
。
こ
の
場

合
、
主
観
的
に
は
寄
付
が
投
資
に
変
化
し
た
と
い
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
従
来
の
常
識
が
問
い

直
さ
れ
、
逆
転
す
る
よ
う
な
事
態
が
見
ら
れ
る
が
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
示
し
て
い
る
の
も
、
従
来
の
金

融
や
投
資
の
常
識
や
固
定
観
念
へ
の
問
い
で
あ
る
よ
う
に
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思
わ
れ
る
。

（
注
）

⑴　

視
覚
が
人
類
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
、
小
町
谷
朝
生
『
地
の

眼
・
宙
の
眼
－
視
覚
の
人
類
史
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
六
、M

ark�
Changizi,�T

he V
ision R

evolution,�BenBella�Books,�2009

（
邦

訳
『
ヒ
ト
の
目
、
驚
異
の
進
化
』（
柴
田
裕
之
訳
）
早
川
書
房
、
二
〇

二
〇
年
）
な
ど
が
有
益
な
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
視
覚
と

イ
メ
ー
ジ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、John�Berger,�W

ays of Seeing,�
Penguin�Books,�1972

（
邦
訳
『
イ
メ
ー
ジ　

視
覚
と
メ
デ
ィ
ア
』

（
伊
藤
俊
治
訳
）
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
三
）
が
示
唆
に
富
む
。

⑵　

触
覚
の
情
報
伝
達
に
お
け
る
役
割
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
淳
司
『
情

報
を
生
み
出
す
触
覚
の
知
性
』
化
学
同
人
、
二
〇
一
四
年
は
、
示
唆

に
富
む
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
触
覚
の
文
化
的
意
義
に
つ

い
て
は
、
広
瀬
浩
二
郎
『
さ
わ
る
文
化
へ
の
招
待
』
世
界
思
想
社
、

二
〇
〇
九
年
が
有
益
で
あ
る
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授

当
研
究
所
客
員
研
究
員

）


